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(57)【要約】
【課題】本発明は、二次元画像の画像処理を施す画像処
理装置、及びその画像処理装置によって処理された画像
を表示する液晶表示装置に関し、二次元画像の、各画素
の画素値が、周囲を取り巻く画素それぞれの画素値から
影響を受けても、影響を受けた画素の画素値を制御する
ことによって、その影響を軽減する処理を施す画像処理
装置、及びその画像処理装置によって処理された画像を
表示する液晶表示装置を提供することを目的とする。
【解決手段】第１の画素の画素値と複数の第２の画素の
うちの１つの第２の画素の画素値との差分値に、１つの
第２の画素に対応する１つの第２の画素に対応して設定
された係数を乗算して、その乗算結果を複数の第２の画
素にわたって加算することにより第１の画素に対応する
新たな画素値を得る演算を行う演算部１２０を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  二次元的に配列された多数の画素から構
成される二次元画像の、該多数の画素それぞれの画素値
を担持する多数の画素データを入力するデータ入力部
と、
１つの第１の要素と、該第１の要素を取り巻く複数の第
２の要素とからなり、前記第１の要素を二次元画像の１
つの第１の画素に対応づけるとともに、前記複数の第２
の要素それぞれを、該二次元画像の、該第１の画素を取
り巻く複数の第２の画素それぞれに対応づけたときの、
前記第１の画素の画素値と前記複数の第２の画素それぞ
れの画素値との各差分値に応じた係数が、前記複数の第
２の要素それぞれに対応して設定され、前記第１の画素
の画素値と前記複数の第２の画素のうちの１つの第２の
画素の画素値との差分値に、該１つの第２の画素に対応
する１つの第２の要素に対応して設定された係数を乗算
して、その乗算結果を前記複数の第２の画素にわたって
加算することにより該第１の画素に対応する新たな画素
値を表す処理済画素データを生成し、前記第１の画素
を、前記入力部から入力された画素データにより表され
る二次元画像を構成する各画素に順次対応づけながら演
算を行う演算部とを有することを特徴とする画像処理装
置。
【請求項２】  前記各差分値に応じた係数が、該各差分
値が所定のしきい値以上であるか否かに応じた係数であ
ることを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】  二次元的に配列された多数の画素から構
成される二次元画像の、該多数の画素それぞれの画素値
を担持する多数の画素データを入力するデータ入力部
と、
１つの第１の要素と、該第１の要素を取り巻く複数の第
２の要素とからなり、前記第１の要素を二次元画像の１
つの第１の画素に対応づけるとともに、前記複数の第２
の要素それぞれを、該二次元画像の、該第１の画素を取
り巻く複数の第２の画素それぞれに対応づけたときの、
前記第１の画素の画素値と前記複数の第２の画素それぞ
れの画素値との各差分値に応じた係数が、前記複数の第
２の要素それぞれに対応して設定され、前記第１の画素
の画素値と前記複数の第２の画素のうちの１つの第２の
画素の画素値との差分値に、該１つの第２の画素に対応
する１つの第２の要素に対応して設定された係数を乗算
して、その乗算結果を前記複数の第２の画素にわたって
加算することにより該第１の画素に対応する新たな画素
値を表す処理済画素データを生成し、前記第１の画素
を、前記入力部から入力された画素データにより表され
る二次元画像を構成する各画素に順次対応づけながら演
算を行う演算部と、
前記演算部で得られた処理済画素データに基づく二次元
画像を液晶表示画面上に表示する表示部とを有すること
を特徴とする液晶表示装置。
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【請求項４】前記液晶表示画面が、垂直配向液晶を用い
た液晶表示画面であって、
前記演算部が、前記演算子の前記第１の要素に対応づけ
られた第１の画素の画素値から前記第２の要素に対応づ
けられた第２の画素の画素値を減算したときの差分値の
符号が正の場合に該符号が負の場合と比べ値の大きな係
数を該差分値に乗算するものであることを特徴とする請
求項３記載の液晶表示装置。
【請求項５】前記差分値の符号が負の場合に、該差分値
に値がゼロの係数を乗算することを特徴とする請求項４
記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、二次元的に配列さ
れた多数の画素から構成される二次元画像の画像処理を
施す画像処理装置、及びその画像処理装置によって処理
された画像を表示する液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、画像処理装置を備えた画像表示装
置の中で、液晶表示装置がコンパクト化の優位性等の点
から脚光を浴び、盛んに研究が行われるようになって、
性能が著しく向上してきている。
【０００３】液晶には、電圧が印加されると、分子配向
を変化させる性質のものがある。
【０００４】まず、図５を用いて、垂直配向液晶につい
て概説する。
【０００５】図５の（ａ）は、電圧無印加のときの垂直
配向液晶の状態を示す図、図５の（ｂ）は、電圧印加時
の垂直配向液晶の状態を示す図である。
【０００６】１対の電極１に挟まれた誘電異方性が負の
ネマチック液晶分子２は、電圧が無印加のときには、図
５（ａ）に示すように、１対の電極１に対して垂直に配
向している。これに対し、１対の電極１に電圧が印加さ
れると、図５（ｂ）に示すように、ネマチック液晶分子
２は、水平方向へ配向を変化させる。このような性質を
有する液晶は、電界効果型の垂直配向液晶と称されてい
る。
【０００７】また、電圧が無印加のときには、水平方向
に配向し、電圧が印加されると、電界方向に配向するた
め、１対の電極に対して垂直に配向する液晶もあり、こ
の液晶は、電界効果型の水平配向液晶と称されている。
【０００８】このような電界効果型の液晶を用いた液晶
表示装置のうち、１対の透明電極のすぐ内側には、複数
の溝が形成された１対の配向膜が、互いの溝の向きが９
０度異なる状態に配置され、１対の透明電極の外側に
は、それぞれ偏光フィルターが設けられているものがあ
る。水平方向に配向している液晶分子は、１対の配向膜
それぞれの近傍では、配向膜に形成された溝に沿って配
列し、一方の配向膜から他方の配向膜にかけては、連続
的に９０度ねじれた状態に配向している。また、２枚の
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偏光フィルターは、光を透過させたり、遮断させたりす
る機能を有するものであって、互いに９０度ずらして配
置されたり、同じ方向に配置されたりする。
【０００９】このような構成を有する液晶表示装置で
は、液晶分子の垂直配向状態と９０度ねじれた状態での
水平配向状態を利用し、２枚の偏光フィルターの配置状
態によって、電圧無印加の状態では光を遮断し、電圧を
印加させると光を透過するノーマリーブラック方式や、
その逆の、電圧無印加の状態では光を透過し、電圧を印
加すると光を遮断するノーマリーホワイト方式が採用さ
れている。
【００１０】現在のところ、ノートパソコン等の液晶表
示装置には、電界効果型の水平配向液晶が多用され、一
般的には、ノーマリホワイト方式が採用されている。ま
た、画像を投写して表示する投写型表示器やテレビに
は、水平配向液晶よりも視野が広い電界効果型の垂直配
向液晶を用いた、ノーマリーブラック方式の液晶表示装
置が採用されるようになってきている。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】これらの電界効果型の
垂直配向液晶や水平配向液晶を用いた液晶表示画面を有
する液晶表示装置は、その液晶表示画面を構成する各画
素に対して、供給電圧を個別に制御することによって画
像表示を行っている。
【００１２】したがって、ノーマリーブラック方式を採
用した液晶表示装置の、垂直配向液晶を用いた液晶表示
画面では、各画素に対して、一定の電圧を与えれば一定
の明るさを得られるはずであり、ノーマリーホワイト方
式を採用した液晶表示装置の、水平配向液晶を用いた液
晶表示画面では、各画素に対して、一定の電圧を与えれ
ば一定の暗さを得られるはずである。
【００１３】しかしながら、各画素は、その周囲を取り
巻く画素の電界の影響を受けるため、同じ電圧が供給さ
れても、周りの画素が明るいか、暗いか、すなわち、ま
わりの画素にどれだけの電圧が印加されているかによっ
て、明度が異なる。このような、同じ電圧を供給した画
素どうしでも、明度の違いが生じてしまう現象をディス
クリミネーション（Ｄｉｓｃｒｉｍｉｎａｔｉｏｎ）と
いう。このディスクリミネーションは、近年の液晶表示
装置の性能向上の１つとして行われている画素の高精細
化が進めば進むほど、画素どうしが近接するために、周
囲の画素の電界の影響をますます強く受けるおそれが生
じ、大きな問題に発展する。
【００１４】ここで、従来の、電界効果型の垂直配向液
晶の液晶表示装置を用いて、ディスクリミネーションに
おける影響の度合を測定した結果を図６及び図７を用い
て説明する。
【００１５】図６は、電圧を印加した画素が最も明るく
液晶表示画面に表示された状態の各画像を示した図であ
る。図７は、各画像の規格化された、１画素分の明るさ
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の平均値について、印加電圧との関係を表したグラフで
ある。
【００１６】この測定においては、ノーマリーブラック
方式を採用した液晶表示装置が用いられている。入力し
た画素データは、行方向に８画素、列方向に複数画素並
ぶ２次元画素データであって、同一列における画素それ
ぞれには、同じ画素値、すなわち同じ印加電圧を与え
る。
【００１７】ここで説明の都合上、図６（ａ）に示され
た、各列全てに電圧が印加された画像を「１１１１」の
画像，図６（ｂ）に示された、左端３列に電圧が印加さ
れた４列からなる画像が２つ連続した画像を「１１１
０」の画像，図６（ｃ）に示された、左端２列に電圧が
印加された４列からなる画像が２つ連続した画像を「１
１００」の画像，図６（ｄ）に示された、左端の１列に
電圧が印加された４列からなる画像が２つ連続した画像
を「１０００」の画像，図６（ｅ）に示された、１列お
きに電圧が印加された画像を「０１０１」の画像とそれ
ぞれ称することにする。
【００１８】本測定では、各画素に印加する電圧を変化
させていった場合の、各印加電圧に対する各画像全体の
明るさを測定する。
【００１９】得られた各測定値の処理は以下のようにし
て行い、それぞれ規格化された、１画素分の明るさを求
める。
【００２０】まず、各画像を表示させるために入力した
各画素データから、電圧を印加した画素の数を算出す
る。次に、各列全てに電圧を印加した「１１１１」の画
像（図６（ａ）参照）の、各印加電圧ごとの測定値のう
ちから、最も高い測定値（印加電圧が３９００ｍＶのと
きの測定値）を「１」として、他の画像における測定値
も含めた全ての測定値を規格化する。最後に、規格化さ
れた各測定値を、各測定値に対応した、電圧を印加した
画素の数で除算して、規格化された、１画素分の明るさ
の平均値を求める。
【００２１】図７のグラフの横軸は、画素に印加した電
圧値（単位；ｍＶ）を表し、縦軸は、電圧を引加した１
画素分の明るさ表す。このグラフに、「１１１１」の画
像に関する、各印加電圧毎の、１画素分の明るさの平均
値を「◇」でプロットしてグラフ化する。また、同様に
「１１１０」の画像に関しては「□」、「１１００」の
画像に関しては「△」、「１０００」の画像に関しては
「×」、「０１０１」の画像に関しては「○」それぞれ
をプロットして、グラフ化する。
【００２２】本来であれば、各印加電圧毎に、全ての画
像の１画素分の明るさの平均値は、各列全てに電圧を印
加した「１１１１」の画像の１画素分の明るさの平均値
と同じになるはずである。しかし、ディスクリミネーシ
ョンの影響で、電圧無印加の画素を含む画像の、１画素
分の明るさの平均値は、印加電圧２０００ｍＶ以上で



(4) 特開２００１－２１５９１６

10

20

30

40

50

5
は、各列全てに電圧を印加した「１１１１」の画像にお
ける、１画素分の明るさの平均値より低くなる。しか
も、電圧無印加の画素数が同じ「１１００」（図６
（ｃ）参照）の画像と、「０１０１」の画像（図６
（ｅ）参照）それぞれの１画素分の明るさの平均値は、
印加電圧２０００ｍＶ以上では異なり、１列おきに電圧
が無印加だった「０１０１」の画像に関する、１画素分
の明るさの平均値の方が低い。
【００２３】これらの測定結果から、ディスクリミネー
ションの現象は、電界効果型の液晶を用いたノーマリー
ブラック方式の液晶表示装置においては、電圧が印加さ
れた画素は、周りの電圧が無印加だった画素の影響を受
けて暗くなることが判る。しかも、電圧が印加された画
素は、周りに電圧が無印加だった画素が多ければ多いほ
ど、ディスクリミネーションの影響をさらに強く受けて
いる。
【００２４】したがって、このようなディスクリミネー
ションの現象は、例えば、電界効果型の液晶を用いたノ
ーマリーブラック方式の液晶表示装置では、全体が黒い
絵の中の白文字が細く暗く見える現象を引き起こし、電
界効果型の液晶を用いたノーマリーホワイト方式の液晶
表示装置では、全体が白い絵の中の黒文字が細く白茶け
て見える現象を引き起こす問題がある。しかも、ノーマ
リーブラック方式、ノーマリーホワイト方式の違いを問
わず、電界効果型の液晶を用いたカラー液晶表示画面で
は、各画素によってディスクリミネーションの影響度合
が異なるため、本来無彩色の表示のはずの画素が有彩色
の表示になってしまう恐れがある。
【００２５】さらに、液晶表示装置に限らず、二次元的
に配列された多数の画素から構成される二次元画像の画
像処理装置において、各画素の画素値が、周囲を取り巻
く画素の画素値に起因して何らかの影響を受け、入力さ
れた画素値とは全く異なる画素値となる場合が生ずるこ
とも考えられる。
【００２６】本発明は、上記事情に鑑み、二次元的に配
列された多数の画素から構成される二次元画像の、各画
素の画素値が、周囲を取り巻く画素の画素値から影響を
受けても、影響を受けた画素の画素値を制御することに
よって、その影響を軽減する処理を施す画像処理装置、
及びその画像処理装置によって処理された画像を表示す
る液晶表示装置を提供することを目的とするものであ
る。
【００２７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成する本発
明の画像処理装置は、二次元的に配列された多数の画素
から構成される二次元画像の、該多数の画素それぞれの
画素値を担持する多数の画素データを入力するデータ入
力部と、１つの第１の要素と、該第１の要素を取り巻く
複数の第２の要素とからなり、上記第１の要素を二次元
画像の１つの第１の画素に対応づけるとともに、上記複
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数の第２の要素それぞれを、該二次元画像の、該第１の
画素を取り巻く複数の第２の画素それぞれに対応づけた
ときの、上記第１の画素の画素値と上記複数の第２の画
素それぞれの画素値との各差分値に応じた係数が、上記
複数の第２の要素それぞれに対応して設定され、上記第
１の画素の画素値と上記複数の第２の画素のうちの１つ
の第２の画素の画素値との差分値に、該１つの第２の画
素に対応する１つの第２の要素に対応して設定された係
数を乗算して、その乗算結果を上記複数の第２の画素に
わたって加算することにより該第１の画素に対応する新
たな画素値を表す処理済画素データを生成し、上記第１
の画素を、上記入力部から入力された画素データにより
表される二次元画像を構成する各画素に順次対応づけな
がら演算を行う演算部とを有することを特徴とする。
【００２８】また、上記目的を達成する本発明の液晶表
示装置は、二次元的に配列された多数の画素から構成さ
れる二次元画像の、該多数の画素それぞれの画素値を担
持する多数の画素データを入力するデータ入力部と、１
つの第１の要素と、該第１の要素を取り巻く複数の第２
の要素とからなり、上記第１の要素を二次元画像の１つ
の第１の画素に対応づけるとともに、上記複数の第２の
要素それぞれを、該二次元画像の、該第１の画素を取り
巻く複数の第２の画素それぞれに対応づけたときの、上
記第１の画素の画素値と上記複数の第２の画素それぞれ
の画素値との各差分値に応じた係数が、上記複数の第２
の要素それぞれに対応して設定され、上記第１の画素の
画素値と上記複数の第２の画素のうちの１つの第２の画
素の画素値との差分値に、該１つの第２の画素に対応す
る１つの第２の要素に対応して設定された係数を乗算し
て、その乗算結果を上記複数の第２の画素にわたって加
算することにより該第１の画素に対応する新たな画素値
を表す処理済画素データを生成し、上記第１の画素を、
上記入力部から入力された画素データにより表される二
次元画像を構成する各画素に順次対応づけながら演算を
行う演算部と、上記演算部で得られた処理済画素データ
に基づく二次元画像を液晶表示画面上に表示する表示部
とを有することを特徴とする。
【００２９】上記本発明の画像処理装置および液晶表示
装置それぞれは、演算部によって、第１の画素の画素値
と複数の第２の画素それぞれの画素値との各差分値に応
じた係数を用いて、第１の画素に対応する新たな画素値
を表す処理済画素データを生成するため、第２の画素そ
れぞれの画素値からの影響を軽減することができる。
【００３０】ここで、上記本発明の画像処理装置におい
て、上記各差分値に応じた係数が、該各差分値が所定の
しきい値以上であるか否かに応じた係数であることを特
徴とするものであってもよい。
【００３１】また、上記本発明の液晶表示装置におい
て、上記液晶表示画面が、垂直配向液晶を用いた液晶表
示画面の場合、上記演算部が、上記演算子の上記第１の
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7
要素に対応づけられた第１の画素の画素値から上記第２
の要素に対応づけられた第２の画素の画素値を減算した
ときの差分値の符号が正の場合に該符号が負の場合と比
べ値の大きな係数を該差分値に乗算するものであること
が好適である。
【００３２】垂直配向液晶の液晶表示画面を有する液晶
表示装置は、水平配向液晶の液晶表示画面を有する液晶
表示装置に比べて、一般的に、視野が広く、画像表示の
応答速度も速く、コントラストも高いという利点を有す
るが、ディスクリミネーションの現象がより顕著に表れ
やすい。本態様においては、垂直配向液晶の液晶表示画
面において、第１の画素にディスクリミネーションを生
じさせる場合に用いられる係数を、ディスクリミネーシ
ョンの影響を考慮することが無用の場合に用いられる係
数よりも大きな係数にすることにより、垂直配向液晶の
液晶表示画面を有する液晶表示装置に関し、第１の画素
に生じるディスクリミネーションの影響を軽減すること
ができる。
【００３３】さらに、上記垂直配向液晶を用いた液晶表
示画面を有する液晶表示装置において、上記差分値の符
号が負の場合に、該差分値に値がゼロの係数を乗算する
ことを特徴とする態様であることが好ましい。
【００３４】差分値が負の場合、すなわちディスクリミ
ネーションの現象を考慮することが無用の場合に、差分
値に値がゼロの係数を乗算することによって、ディスク
リミネーションを生じさせる第２の画素のみを演算対象
にした高速演算処理を行うことができる。
【００３５】
【発明の実施の形態】以下、画像処理装置および液晶表
示装置の本発明について、ノートパソコンにおける実施
形態を用いて、図１から図４を参照しながら説明する。
【００３６】図１は、ノートパソコンの斜視図，図２
は、このノートパソコンのハード構成の一部を示す図，
図３は、画像の処理済画素データの生成を説明するため
の図，図４は、演算部の演算処理を示すフローチャート
である。
【００３７】図１に示された、本発明の液晶表示装置に
ついての実施形態であるノートパソコン１０は、電界効
果型の垂直配向液晶を用いた液晶表示画面３３０を有す
るものであって、内部に本発明の画像処理装置の実施形
態を備えている。また、このノートパソコン１０は、ノ
ーマリーブラック方式が採用されている。
【００３８】ノートパソコン１０のハード構成のうち、
本実施形態に特徴的な部分について、図２を参照しなが
ら説明する。
【００３９】ノートパソコン１０は、画像処理装置１０
０と、反転駆動バッフア２００と、表示部３００と、タ
イミングジェネレータ４００とを有する。
【００４０】画像処理装置１００は、データ入力部１１
０、演算部１２０、Ａ／Ｄコンバータ１３０、コントラ
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スト調整部１４０、ブライト調整部１５０、およびガン
マ補正部１６０を有する。
【００４１】まず、データ入力部１１０には、二次元的
に配列された多数の画素Ｐから構成される二次元画像２
０（図３（ａ）参照）の、画素Ｐそれぞれの画素値を担
持する画素データが入力される。すなわち、Ｒ，Ｇ，Ｂ
の原色信号が入力される。
【００４２】入力された画素データは、Ａ／Ｄコンバー
タ１３０でデジタル信号に変換され、コントラスト調整
部１４０、ブライト調整部１５０それぞれで、コントラ
スト調整と、ブライト調整とが行われる。
【００４３】次に、演算部１２０で本発明の特徴的な演
算処理が行われる。演算部１２０は、ＣＰＵ１２１とメ
モリ１２２とを有している。
【００４４】以下、演算部１２０における演算処理につ
き、図３を参照して説明する。図３（ａ）に示した各画
素Ｐ０，Ｐ１，…，Ｐ８それぞれは、画素値Ｐ０’，Ｐ
１’，…，Ｐ８’を有する。本説明においては、画素Ｐ
０の画素値Ｐ０’を演算処理の対象とし、この対象画素
Ｐ０に接した状態で取り巻く複数の画素として画素Ｐ
１，Ｐ２，…，Ｐ８を用いた場合を例にあげて説明す
る。したがって、演算処理の対象とした画素Ｐ０が、本
発明における第１の画素に相当し、対象画素Ｐ０に接し
た状態で取り巻く複数の画素Ｐ１，Ｐ２，…，Ｐ８それ
ぞれが、本発明における第２の画素に相当する。一方、
図３（ｂ）には、演算処理の対象とした画素Ｐ０と、そ
の対象画素Ｐ０に接した状態で取り巻く複数の画素Ｐ
１，Ｐ２，…，Ｐ８とに対応した２次元要素３０が示さ
れ、２次元要素３０は、画素Ｐ０，Ｐ１…，Ｐ８それぞ
れに対応した要素Ｐ０’’，Ｐ１’’，…，Ｐ８’’か
らなっている。したがって、対象画素Ｐ０に対応した要
素Ｐ０’’が、本発明における第１の要素に相当し、対
象画素Ｐ０に接した状態で取り巻く複数の画素Ｐ１，Ｐ
２，…，Ｐ８それぞれに対応する要素Ｐ１’’，Ｐ
２’’，…，Ｐ８’’それぞれが、本発明における第２
の要素に相当する。
【００４５】まず、演算処理装置１００が演算に用いる
係数が、テスト用の画素データを演算部１２０に供給し
て、各画素に対応する各要素に対応して設定される。係
数は、ディスクリミネーションを生じさせる場合に用い
られる係数Ｋｎと、ディスクリミネーションを考慮する
ことが無用の場合に用いられる係数Ｋｎ’との２種類が
それぞれ各要素に対応して設定される。ディスクリネー
ションを生じさせる場合に用いられる係数Ｋｎは、テス
ト用の画素データに基づく、実際の液晶表示画面での画
像の表示状態を見ながら、黒色に囲まれた白色の部分
を、より明るくするような正の符号を有する値に設定さ
れる。一方、ディスクリミネーションを考慮することが
無用の場合に用いられる係数Ｋｎ’は、全ての要素に対
応してゼロに設定される。なお、決定された係数は、メ
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9
モリ１２２に記憶される。
【００４６】次に、ノートパソコン１０の実際の使用に
おける演算部１２０の演算処理について、図４を参照し
て説明する。
【００４７】ＣＰＵ１２１は、演算部１２０に入力され
た画素データから演算処理を行う対象画素を特定し（本
説明においては、Ｐ０とする。）、その対象画素に接し
た状態で取り巻く複数の画素全てを演算に用いる（本説
明においては、画素Ｐ１，Ｐ２，…，Ｐ８となる。）
（ステップＳ７１）。次に、ＣＰＵ１２１は、その対象
画素Ｐ０に接した状態で取り巻く複数の画素Ｐ１，Ｐ
２，…，Ｐ８の中から１つの画素Ｐｎを順次選定する
（ステップＳ７２～ステップＳ７３）。画素選定が終了
した後に、ＣＰＵ１２１は、対象画素Ｐ０の画素値Ｐ
０’から、選定された画素Ｐｎの画素値Ｐｎ’を減算
し、求められた差分値の符号に応じて判断を行う（ステ
ップＳ７４）。すなわち、電界効果型の垂直配向液晶を
用いた液晶表示画面３３０を有するノーマリーブラック
方式の本実施形態のノートパソコン１０にあっては、対
象画素Ｐ０が電圧印加の画素値として、例えば白色表示
の画素値を有し、この対象画素Ｐ０に接した状態で取り
巻く複数の画素Ｐ１，Ｐ２，…，Ｐ８のうち、電圧無印
加の画素値として、例えば黒色表示の画素値を有する画
素が存在すると、対象画素Ｐ０の画素値Ｐ０’に、その
黒色表示の画素値を有する画素によるディスクリミネー
ションが生ずる。したがって、黒色表示の画素値を
「０」、白色表示の画素値を「１０」とすれば、対象画
素Ｐ０の画素値Ｐ０’から、選定された画素Ｐｎの画素
値Ｐｎ’を減算した場合に、正の符号を有する差分値に
なれば、対象画素Ｐ０の画素値Ｐ０’にディスクリミネ
ーションが生ずるが、その差分値がゼロ又は負の符号を
有する場合には、対象画素Ｐ０の画素値Ｐ０’に対して
ディスクリミネーションを考慮することは無用になる。
そこで、求められた差分値の符号が正の場合には、その
差分値に、選定された画素Ｐｎに対応した要素に設定さ
れた、ディスクリミネーションを生じさせる場合に用い
られる係数Ｋｎを乗算する（ステップＳ７５）。一方、
求められた差分値の符号が負の場合、又は求められた差
分値がゼロの場合には、ディスクリミネーションを考慮
することが無用の場合に用いられる係数Ｋｎ’はゼロの
ため、ステップＳ７５のごとく乗算してもゼロになる。
このため、本実施形態においては、画素選定に戻る。ス
ッテプＳ７５において乗算して得られた値は、対象画素
Ｐ０の画素値Ｐ０’に順次加算されていき（ステップＳ
７６）、対象画素に接した状態で取り巻く複数の画素Ｐ
１，Ｐ２，…，Ｐ８全てについて、以上の処理は繰り返
される（ステップＳ７７）。このようにして、対象画素
Ｐ０の新たな画素値Ｐ０’’’が求められる。求められ
た各差分値の符号が全て正の場合における、上記演算を
まとめて式に表せば、
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【００４８】
【数１】

【００４９】となる。
【００５０】このような演算を、対象画像を二次元画像
２０を構成する各画素Ｐに順次対応づけながら、二次元
画像２０を構成する画素Ｐ全てに亘って行う。
【００５１】なお、本実施形態においては、上記演算を
ソフト的に行ったが、液晶テレビ等の動画を主として表
示する液晶表示装置においては、周知の回路によって、
ハード的に処理することが、処理速度の向上が期待でき
好ましい。
【００５２】演算部１２０で処理された処理済画素デー
タは、その後、ガンマ補正部１６０によって、ガンマ補
正された後、反転駆動バッファ２００に出力される。
【００５３】表示部３００は、データ信号回路３１０
と、走査信号回路３２０と、液晶表示画面３３０とを有
する。反転駆動バッファ２００によって、液晶表示画面
３３０に印加する電圧の極性が反転された処理済画素デ
ータは、データ信号回路３１０に供給される。データ信
号回路３１０は、タイミングジェネレータ４００から入
力される制御信号のタイミングに従って、処理済画素デ
ータが担持する電圧を液晶表示画面３３０に印加する。
また、走査信号回路３２０は、タイミングジェネレータ
４００から入力される制御信号のタイミングに従って、
液晶表示画面３３０に走査信号を供給して液晶表示画面
３３０の走査を行う。これによって、液晶表示画面３３
０に画像が表示される。
【００５４】また、本発明の画像処理装置は、電界効果
型の水平配向液晶の液晶表示画面を有する液晶表示装置
にも適用することができる。
【００５５】例えば、電界効果型の水平配向液晶を用い
たノーマリーホワイト方式の液晶表示装置の場合は、電
圧の印加、無印加による光の透過、遮断の関係が、上記
実施形態のノートパソコン１０の場合の関係とは逆にな
る。このため、演算部における演算処理をまとめれば、
Ｐ０’－Ｐｎ’≧０ならば係数はゼロとなり、Ｐ０’－
Ｐｎ’＜０ならば係数は係数Ｋｎとなり、対象画素Ｐ０
の新たな画素値Ｐ０’’’は、各差分値の符号が全て負
の場合においては、上述の式（１）と同じになる。
【００５６】以上説明した、液晶表示装置の実施形態の
ノートパソコン１０や、電界効果型の水平配向液晶を用
いたノーマリーホワイト方式の液晶表示装置それぞれ
は、いずれも、演算部における演算処理において、各差
分値の符号に応じた係数、すなわち値０．０をしきい値
とし、その値０．０のしきい値以上であるか否かに応じ
た係数を用いたが、例えば、１．０あるいは－０．５
等、値０．０からずれたしきい値を設定し、そのしきい
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値以上であるか否かに応じた係数を用いて演算処理を行
ってもよい。さらに、ディスクリミネーションを考慮す
ることが無用の場合には、係数をゼロとしたが、本発明
は、係数をゼロにすることに限定されるものでなく、各
要素ごとに対応して設定された、ディスクリミネーショ
ンを生じさせる場合に用いられる係数を、ディスクリミ
ネーションを考慮することが無用の場合に用いられる係
数に比べて大きな値にすれば、対象画素の画素値に生じ
るディスクリミネーションの影響を軽減させることがで
きる。
【００５７】また、以上の実施形態では、ディスクリネ
ーションという現象における影響を軽減させる態様を説
明したが、本発明の画像処理装置は、ディスクリネーシ
ョンという現象に限らず、二次元画像の、各画素の画素
値が、周囲を取り巻く画素それぞれの画素値から受ける
影響を軽減させることに利用でき、液晶表示装置に限定
されず、様々な画像処理に適用できる。また、本発明の
液晶表示装置は、ノートパソコンに限らず、投写型液晶
表示装置（液晶プロェジェクタ）や、液晶テレビにも適
用することができる。
【００５８】
【発明の効果】以上、説明したように、本発明によれ
ば、二次元的に配列された多数の画素から構成される二
次元画像の、各画素の画素値が、周囲を取り巻く画素そ
れぞれの画素値から影響を受けても、影響を受けた画素
の画素値を制御することによって、その影響を軽減する
処理を施す画像処理装置、及びその画像処理装置によっ
て処理された画像を表示する液晶表示装置を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ノートパソコンの斜視図である。
【図２】ノートパソコンのハード構成の一部を示す図で
ある。
【図３】画像の処理済画素データの生成を説明するため
の図である。
【図４】演算部の演算処理を示すフローチャートであ
る。
【図５】垂直配向液晶について説明するための図であ
る。
【図６】電圧を印加した画素が最も明るく液晶表示画面
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に表示された状態の各画像を示した図である。
【図７】各画像の規格化された、１画素分の明るさの平
均値について、印加電圧との関係をグラフで表したもの
である。
【符号の説明】
１    電極
２    ネマッチク液晶分子
１０    ノートパソコン
２０    二次元画像
３０    ２次元要素
１００    画像処理装置
１１０    データ入力部
１２０    演算部
１２１    ＣＰＵ
１２２    メモリ
１３０    Ａ／Ｄコンバータ
１４０    コントラスト調整部
１５０    ブライト調整部
１６０    ガンマ補正部
２００    反転駆動バッフア
３００    表示部
３１０    データ信号回路
３２０    走査信号回路
３３０    液晶表示画面
４００    タイミングジェネレータ
Ｐ    画素
Ｐ０    第１の画素
Ｐ０’    第１の画素値
Ｐ０’’     第１の要素
Ｐ０’’’     新たな画素値
Ｐ１，Ｐ２，…，Ｐ８    第２の画素
Ｐ１’，Ｐ２’，…，Ｐ８’    第２の画素値
Ｐ１’’，Ｐ２’’，…，Ｐ８’’    第２の要素
Ｐｎ    選定された画素
Ｐｎ’     選定された画素の画素値
Ｋｎ    ディスクリミネーションを生じさせる場合に用
いられる係数
Ｋｎ’    ディスクリミネーションを考慮することが無
用の場合に用いられる係数
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